
城西国際大学薬学部　5 年生　青野 未歩

薬用部位

薬効

生薬名

用途 綿実子は催乳薬として用いられる。また脱脂綿、ふとん綿

などに利用される。

綿実油は食用油、マーガリン、石鹸の原料として利用される。

利尿、催乳作用

種子

綿実子（メンジツシ）

　

ワ
タ
は
ア
ジ
ア
原
産
の
植
物
で
、
世
界
各

地
の
温
帯
で
繊
維
植
物
と
し
て
栽
培
さ
れ
て

いま
す
。
種
子
は
白
く
柔
ら
か
い綿
毛
に
包
ま

れ
て
いま
す
。
ハイ
ビ
ス
カ
ス
と
同
じ
ア
オ
イ
科

で
花
の
形
が
よ
く
似
て
いま
す
。
花
の
色
は
黄

色
、
白
色
、
紅
色
な
ど
様
々
で
す
が
、
日

本
で
栽
培
さ
れ
る
ワ
タ
の花
の色
は
黄
色
が
多

いで
す
。

　

収
穫
し
て
す
ぐ
の
種
子
は
綿
実
子
（
メ
ン

ジ
ツ
シ
）
と
いい、
催
乳
作
用
が
あ
り
ま
す
。

母
乳
の
分
泌
を
増
や
す
目
的
と
し
て
産
前
産

後
の婦
人
へ用
いら
れ
ま
す
が
、
有
毒
色
素
の

「
ゴシ
ポ
ー
ル」
が
含
ま
れ
て
いる
た
め
用
量
に

は
注
意
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
ビ
タ
ミ
ンＥ
も

含
ま
れ
て
お
り
、
細
胞
の
老
化
を
防
ぎ
癌
の

予
防
な
ど
に
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　

種
子
を
搾
っ
た
油
は
綿
実
油
と
いいま
す
。

こ
れ
は
サ
ラ
ダ
油
や
オ
リ
ー
ブ
油
の
代
用
、

マー
ガ
リ
ンや
石
鹸
の
原
料
に
な
り
ま

す
。
食
卓
に
登
場
す
る
機
会
は
少
な

い
も
の
の、
身
近
な
食
品
に
加
工
さ

れ
た
り
調
理
過
程
で
使
用
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
絞
り
粕
は
家
畜
の
飼

料
と
し
て
利
用
さ
れ
ま
す
。
ワ
タ
全

体
を
余
す
こ
と
な
く
利
用
す
る
た
め
、

無
駄
のな
い植
物
と
言
え
ま
す
。

学名：Gossypium herbaceum L. 　科名：アオイ科
ワタ
白く柔らかい婦人薬Vol.180
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薬用部位

薬効

生薬名

用途 発熱、虫刺されなどの症状に用いられた。

解熱、消炎、解毒作用

葉、果実

藍葉（ランヨウ）、藍実（ランジツ）

　

花
を
摘
め
ば
手
か
ら
こ
ぼ
れ
落
ち
る
よ
う
な

可
憐
な
花
は
、
人
類
最
古
の染
料
と
言
わ
れ

る
ア
イ
で
す
。
世
界
各
国
で
ア
イ
が
栽
培
さ
れ

て
お
り
、
古
代
中
国
か
ら
日
本
に
渡
来
し
ま

し
た
。
文
化
の
発
展
と
共
に
育
ま
れ
て
き
た

藍
染
は
貴
族
階
級
の
人
が
着
る
高
貴
な
布

地
で
し
た
。
庶
民
の暮
ら
し
に
深
く
浸
透
し
て

以
降
、
全
国
で
多
く
の
人
が
藍
色
の
服
を
着

て
いた
た
め
、
明
治
に
来
日
し
た
イ
ギ
リ
ス
人

化
学
者
は
藍
色
を
「
ジ
ャ
パ
ン
ブ
ル
ー
」
と

呼
び
ま
し
た
。
ま
た
、
東
京
2
0
2
0
オ
リ

ンピ
ッ
ク
競
技
大
会
の
エンブ
レム
は
鮮
や
か
な

藍
色
の組
市
松
紋
で
す
。
藍
色
は
武
将
た
ち

に
も
親
し
ま
れ
た
勝
色
で
あ
り
、
ど
ん
な
環
境

で
も
映
え
る
力
強
い色
で
す
。

　

伝
統
色
で
あ
り
な
が
ら
、
薬
草
と
し
て
重

宝
さ
れ
た
歴
史
も
古
く
、「
本
草
和
名
」
に

記
述
が
あ
り
ま
す
。
そ
の中
に
解
熱
薬
と
し
て

生
薬
の「
藍
実
（
ラ
ンジ
ツ
）」
が
紹
介
さ
れ

て
いま
す
。
藍
実
と
し
て
用
いら
れ
る
果
実
は

約
2
㎜
と
小
さ
く
硬
いで
す
。
葉
は
生
薬
の

「
藍
葉
（
ラ
ン
ヨウ
）」
と
し
て
扱
わ
れ
ま
す
。

最
近
、
地
上
部
の
有
効
成
分
「
ト
リ
プ
タ
ン

ス
リ
ン」
に
は
、
新
型
コロナ
ウ
イ
ルス
を
不
活

化
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
注
目
を
浴
び
て
い

ま
す
。
今
後
の研
究
に
期
待
が
高
ま
り
ま
す
。

学名：Polygonum tinctorium Lour. 　科名：タデ科
アイ
東京五輪を彩る薬草Vol.181
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薬用部位

薬効

生薬名

用途 滋養強壮薬として漢方処方に配合される。

啓脾湯（ケイヒトウ）、

牛車腎気丸（ゴシャジンキガン）など

滋養強壮、記憶障害改善作用

根茎

山薬（サンヤク）局方生薬

　

ヤ
マノ
イ
モ
は
古
く
か
ら
日
本
人
に
親
し
ま

れ
て
き
た
植
物
で
す
。
ヤ
マノ
イ
モ
に
は
自
然

薯
な
ど
の
別
名
も
あ
り
ま
す
。
学
名
の
デ
ィ
オ

ス
コレア
は
、
デ
ィ
オ
ス
コリ
デ
ス
が
由
来
の
珍

し
い学
名
で
す
。
デ
ィ
オ
ス
コリ
デ
ス
は
１
世

紀
に
活
躍
し
た
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
軍
医
で
す
。

そ
の
経
験
か
ら
薬
物
誌
（
マテ
リ
ア
・
メ
デ
ィ

カ
）
を
著
し
、
そ
の
後
の
西
洋
薬
学
の
発
展

に
大
き
く
貢
献
し
た
こ
と
か
ら
、「
薬
学
の父
」

と
呼
ば
れ
て
いま
す
。

　

全
国
各
地
の
山
野
に
自
生
す
る
植
物
で
、

葉
は
ツ
ヤ
ツ
ヤ
と
し
て
、
そ
の
形
は
ま
る
で
ハー

ト
の
よ
う
で
す
。
つる
は
長
く
伸
び
、
樹
木
に

絡
ま
り
な
が
ら
広
が
り
ま
す
。
根
茎
は
地
下

に
深
く
伸
び
、
多
肉
な
円
柱
を
形
成
し
ま
す
。

根
茎
の
皮
を
む
く
と
、
中
身
は
白
く
て
柔
か

く
粘
り
気
が
あ
り
、
す
り
下
ろ
し
て「
と
ろ
ろ
」

と
し
て
生
で
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
世
界
で
も

珍
し
いイ
モで
す
。

　

一
方
で
、
根
茎
を
日
干
し
に
す
る
と
生
薬

で
あ
る
「
山
薬
（
サ
ンヤ
ク
）」
と
し
て
扱
わ
れ

ま
す
。
山
薬
は
日
本
薬
局
方
に
収
載
さ
れ
て

いる
生
薬
で
、
滋
養
強
壮
薬
と
し
て
私
た
ち

の
自
然
治
癒
力
を
高
め
て
く
れ
ま
す
。
こ
のよ

う
な
作
用
を
有
す
る
た
め
、
山
菜
の
王
者
と

呼
ば
れ
ま
す
。

学名：Dioscorea japonica Thunberg 　科名：ヤマノイモ科
ヤマノイモ

山菜の王者Vol.182
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